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１．研究計画の概要 

現代日本語感動詞の実態を把握し、総合的
分析によって言語学的性格を解明するために
、次の３つの観点から総合的研究を行う。（a

）資料の収集と感動詞の地理的変異の解明 :

方言区画にしたがった全国８地点での自然談
話資料で「日本語感動詞音声データベース」
を作成し、全国2000地点への通信調査によっ
て地理的変異を解明する。（b）文法論的・会
話分析的解明 :個々の感動詞の文法論的分析
によって、現代日本語感動詞の体系を明らか
にし、会話における機能を明らかにする。(C) 

感動詞の言語学的位置づけを明確にする : 

感動詞の言語的性格を明らかにし、どのよう
な研究対象として存在しているのかを明確に
し、言語学的位置づけを明らかにする 
 

２．研究の進捗状況 

（1）資料収集と感動詞の地理的変異の解明 

 現在までに、札幌・弘前・東京・名古屋・ 

大阪・広島・松江・奄美・沖縄の合計７地点 

で、女性話者 3～4 人による自由談話資料を 

収集し、質問調査も弘前・広島・長崎・奄美・ 

沖縄の合計 5 地点で行っている。現在その資 

料の整理中であるが、すでに、否定応答詞に 

ついては、言語類型論的な観点からの分析が 

進んでおり、そのバリエーションのタイプか 

ら、種々の語形によって意味的なニュアンス 

を表現する「語彙型」、後ろに続く述部で表 

現する「単一型」、そしてその中間的な性格 

をもつ「中間型」の 3 類型になるのではとい 

った成果が得られており、「単一型」は周辺 

地域に分布している可能性が高いとの、分布 

についての仮説もできている。 

（2）文法論的・会話分析的解明 

 文法論的研究では、「いいえ」と「いいや」
など否定応答詞の意味体系が明らかにされ
つつあり、肯定の応答についても、「うん」
と「はい」「そう」を含む意味体系が明確に
なっている。フィラーについても、その用法
や意味分析が進んでいる。また、認知的な観
点からも考察が進んでおり、理解と発話産出
の関係からの分析も進みつつある。 

(3) 感動詞の言語学的位置の明確化 

 これは、最終的な結論になるものなので、
まだ考察中であるが、副詞との関係や、感
動詞の独立性、後続要素との関連性などか
ら、従来、〈独立性〉が強調されてきた感動
詞を、「立ち上げ詞」として捉えるという重
要な視点が提示されており、どのように後
続する要素と関連するかの実態把握等、そ
の実証に向けて研究がされつつある。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

「研究計画の概要」に記した 3 つの大きな研
究計画のうち、地理的変異については、大き
な方言区画にしたがっての調査は終了した。 

文法論的・会話分析的な研究については、特
定分野の感動詞の分析という段階である。言
語学的位置づけについては、それを明らかに
する重要な観点が浮き彫りになりつつある
段階である。 

４．今後の研究の推進方策 
(1)感動詞の地域性については、これまでの
拠点調査に加えて、平成 22年度は、全国 2000
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地点へのアンケート調査を実施する。それに
よって、はじめて感動詞の全国分布が明らか
になる。 
(2)談話資料を、未収録地域(四国・北陸・九
州等)で収録し、感動詞の使用実態を明らか
にするデータベースを作成する。 
(3)会話資料の整備をすすめ、実際の会話で
どのように感動詞が用いられるのかを明確
にする。 
(4)中国語・英語話者の談話を収録し、フィ
ラー等の対照研究を行う。 
(5)上記の研究を踏まえて、感動詞の言語学
的な位置づけについて、一定の結論を出す。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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